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ともに生徒を育む家庭と学校に  授業参観・学年支会・PTA総会・部活動保護者会 

脳を知って「やる気を」引き出す    第４１回県幼少中高 PTA研修会講演より 

  令和５年３月１０日発行の「おかやま県 PTA 新聞」に、同年１月１８日行われた県 PTA 研修会の講
演記事が掲載されていました。ご覧になられたことと思いますが、記事内容の一部を紹介します。   
講師は東京大学薬学部教授の池谷裕二氏。専門分野は神経生理学で、脳の健康を探求。池谷氏
は、知能指数を考え出したアルフレッド・ビネーが示した知能を支える次の三つの要件、①論理力②言
語力③熱意のうち、ともすれば格下に捉えられる③熱意の重要性を語られました。 
〇熱意とは知ることを楽しむ好奇心。わくわくして体験・学習したことはよく身につく。（脳科学より） 
〇学習能力の差は、失敗経験と関連。初期の内に何回失敗したか。岐路にさしかかったとき、同じ失
敗をしても、それまでにいくら考えたかが大切。「じっくり考えて失敗した」が一番良い。 

〇やる気を出すのは脳の側坐核。側坐核の活性化がやる気に。活性化は楽しいことを想像すること。
昔の楽しかったエピソードを思い出すことを１年続けると、気分が前向き、明るくポジティブに。 
〇脳は作業をすると活性化（作業興奮）する。やる気は行動の原因ではない。やる気の出し方ではな
く、できる人はシステムに従う。できる人は時間が来たからやる。やる気が必要と思っている人はで
きない。                                  （“できる人”等の表現は記事のままです） 

 
  
  

新見南中学校 学校だより 令和５年５月２日 
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日付 行事内容 下校バス 日付 行事内容 下校バス 

3 日（水） 憲法記念日  1８日（木） 修学旅行（3年生） １８：００ 

４日（木） みどりの日  １９日（金） 修学旅行（3年生） １６：００ 

５日（金） こどもの日  2０日（土） 修学旅行（3年生） １１：３０ 

      

８日（月） 心電図・心音図・尿検査 １８：００ 2２日（月） 振替休業日（3年生） １８：００ 

９日（火） 内科検診（３年生） １８：００ 2４日（水） 職員会議 １４：００ 

1０日（水） 学校集金日 １６：００ ２９日（月） 小中連絡会 18：００ 

1２日（金） 生徒総会 18：００ ３１日（水） 参観日・高校説明会 １６：００ 

16 日（火） 内科検診（1・2 年生） 
制服検討委員会 

１８：００  

いま「予習」が注目されています。「予習の科学」～「深い理解」につなげる家庭学習～ （篠ケ谷圭
太著 図書文化）では、理解を深めるための予習の効果について、心理学の検証データをもとに記さ
れています。決して目新しいことではないのですが、同書から予習の効果などを紹介します。 
１ 予習の効果 
①学ぶ内容について大まかな知識を得ておくと、新しい情報を理解しやすい。 

 ・・・新聞１面のトップ記事には、見出しの欄に「前文」というリードが設けられています。長い記事を
簡潔に要約したものです。・・・この前文を読んでおくと、記事が理解しやすくなります。 

〔先行オーガナイザー（文章の内容を抽象化した短い前置きの文章）のはたらき〕 
②自分の疑問点をチェックしながら授業に参加できるようになり、知識どうしの関連や、個々の 
知識の「なぜ」まで理解できるようになる。  〔事前の疑問が、文章や概念の理解を促進する〕 

２ 授業とのつながり（予習をいかした授業展開） 
    全生徒に予習の習慣が広がり、予習的な家庭学習課題が定着すれば、家庭学習とよりつながっ
た授業が展開できます。著者は「授業中に、自分が考えてきたことをもう一度考え直して、修正した
り、他の人とお互いの記述内容を比較したりする活動を行い「情報の比較・統合」の作業を促し、
深い理解をもたらす。」と予習と授業の連動による深い理解までのプロセスに言及しています。 

 

  学校として、同書の内容なども参考にしながら、生徒に予習を勧めるとともに、予習的な学習を促し

定着させる手だて、授業との連動等についての研修・実践に取り組みます。宿題不要論もありますが、
同書にも記された、学習意欲・知的好奇心・学習計画力・学習方法・集中力・持続力など、数値で測
定しにくい学ぶ力（主体的に学習に取り組む態度）を身に付けるものとして、家庭学習の意義に注目
すべきと考えます。容易なことではないでしょうが、「家庭学習（課題・自主学習）ってけっこう楽しい
な・・・」「やっぱり、授業で話し合うと考えが広がるなあ・・・」など、より多くの生徒が学習の喜びを感
じることを目指します。理想は、生徒と教師が一緒につくりあげる学習の実現です。  

生徒の皆さん、「予習」やってみましょう！ 
  
  

予習を重要な学習のフェーズに 

４月２2 日（土）、今年度第１回参観日を設け、授業参観、学年支会、PTA 総会、部活動保護者会を
行いました。年度初めの休日、大変お忙しい中、たくさんの保護者の皆様にご参加いただき心から感
謝いたします。 
参観授業では、各クラスの担任による道徳授業をご覧いただきました。１年生は中学生としての道
徳授業への向き合い方を考え、２・３年生は広島平和学習、沖縄修学旅行を通して学ぶ戦争と平和に
ついて、それぞれの地で起きた史実をもとに道徳的な視点から真剣に考えていました。保護者の視線
に生徒も担任も少し緊張気味でしたが、新年度を迎えたクラスの雰囲気や生徒の意気込み、担任の
思いなども感じ取っていただけたことと思います。 学年支会では、学年団の紹介に続き、学年運営の
方針や当面の行事等について紹介し、学年支会活動等についての話し合いが行われました。 ＰＴＡ総
会では、令和４年度の活動を振り返り、今年度の活動計画について協議され、部活動後援会の会則

規約の変更等、すべての承認をいただきました。そして、新旧の PTA 会長のあいさつでは、新型コロナ
による活動規制も緩和される今年度、保護者と教職員、地域の方々とで一層の協力を図り、子どもた
ちの生き生きとした活動を支える PTA 活動実現への期待と意気込みが語られました。会長柏葉孝明
様をはじめ、令和４年度のＰＴＡ役員の皆様そして全会員の皆様、１年間本当にありがとうございまし
た。引き継がれる令和５年度の役員・会員の皆様、新しい１年間お世話になります。 

             令和５年度新見南中学校ＰＴＡ役員（会長・副会長）  

会  長  佐倉 由晃 様 

副会長  新井 美華 様     西村 智佳 様      藤野 圭一郎 様 

 村上 富美惠 様   山下 曜子 様 

     生徒をともに育む家庭と学校との連携・協力に向け、これからもよろしくお願いいたします。  

 

裏面に続きます 

下校バスの時刻は主な行事がある場合のみ掲載しています。 

5月の主な行事予定 

＜学校教育目標＞ 

希望ある未来を 

切り拓く生徒の育成 

 

〇教科書に目を通しておく。 

〇疑問点にしるしをつける 

〇疑問点を質問として書き出す。 

〇わからない単語の意味を辞書で調べる。

〇わかったことやわからないことを書く。

〇教科書の問に答えてみる。 など 

予
習
の
例 



  ４月２８日(金)、１年生３９名が校外学習を行いました。学校で開会式をした後、爽やかな青空
の下、徒歩で長屋交流広場に向かいました。各班がルール説明や運営を担当し、ミニレクレーショ
ンを学年全員で楽しみました。サッカーボールを転がしてペットボトルを倒すボーリングや色々な
種類の鬼ごっこ、だるまさんが転んだなど、童心に返って必死に走ったり、面白い動作を笑い合っ
たりしました。 
楽しみながらも、要所要所で「静かにしよう」や「時間がないから急ごう」と声を掛け合う姿も見
られ、集団行動の中でクラスの団結力を高めるという目標が達成できていました。今後も互いの
良い面を認め合い、協力できる学年を創り上げてほしいと思います。 
                                                  【新見南中学校ホームページより】 

平和の尊さ、戦争・原爆の事実と悲壮を知る  ２年生 広島平和学習 

 
令和６年度採用制服の素材、デザインを検討 今年度第１回制服検討委員会を行います 
令和６年度から採用する新制服の決定に向け、検討委員会を設けて準備を進めています。中学校
と校区内小学校の PTA 会長・副会長さんを検討委員にお願いし、制服製造業者からの提案をもと
に、児童・生徒、保護者の意見を取り上げながら、新見南中のシンボルともなる新制服の完成を目指
します。今年度第１回制服検討委員会は５月１６日に予定しています。ここでは、業者からの多数のデ
ザインの提案の中からジャケット、ズボン、スカート、リボン、ネクタイなどの組み合わせを３セット選ぶ予

定です。後日、生徒・児童、保護者の方に３セットを提示しアンケートを行います。第２回の検討委員会
（６月下旬）で、アンケート等をもとに採用の組み合わせを決定する予定です。その後、８月まで様々な
検討を重ね、最終決定する予定です。アンケート等へのご協力をお願いいたします。 
 
。 
  

  

鬼ごっこ。先生も追いまくられる！ 

長屋交流広場へ歩いています サッカーボーリング 

     平和宣言（誓いの言葉） 
一、自分や人々の体・心を大切にします。
一、いじめは絶対にしません。 
一、毎日を大切にします。 
一、人が困っていたら助けます。 
一、相手の気持ちを自分と置き換えて考
えます。 

一、戦争を身近なことに考えて生活し、 
   二度と起こらないように努力します。 

一、笑顔を大切にします。 
令和５年 4月 28日 

   新見市立新見南中学校 2年生 
 

  ４月２８日（金）、２年生は平和学習で広島を訪ねました。 
  出発式では、平和学習実行委員の佐久本凛さんの司会のもと、実行委員長の橋本涼さんが
「広島で、しかり、原爆と戦争の悲惨さ、平和の大切さについて学びましょう」と呼びかけました。 
広島平和記念資料館に入った生徒たちは、事前学習で調べた被爆の惨状が現実の出来事で
あったことを改めて思い知らされました。高熱で溶けた瓦や鉄骨、焼け焦げ血に染まる子どもの衣
服など、７８年前の姿のまま展示される遺品類から強烈な証言を得たようです。被爆後の生活苦に
も胸を痛めました。臨時救護所の惨状、原爆によって体と心に刻まれた傷を記した資料の前で、た
くさんの生徒が長い間足を止め、正視しがたい写真と説明文に見入っていました。そして、館内に
訪れた海外からの多くの見学者が驚きの表情を浮かべ真剣に展示資料に見入る様子を通して、こ
の広島平和記念資料館の世界的な意義についても感じたことでしょう。 

資料館の見学の後、平和公園の“原爆の子の像”の前で平和集会を行いました。実行委員植田
珠理さんが司会をし、２年生全員で折った千羽鶴を佐久本凛さんが奉納しました。そして、２年生全
員で考えた誓いの言葉を、小川萌さんが代表で宣誓し、全員で黙とうを捧げました。 
公園内でおいしくお弁当を食べたあと、班別に原爆ドームや袋町小学校の見学と公園内の記念
碑などを巡りました。そこは７８年前、草木一本残らぬ焼け野原と化した爆心地。青空の下、若葉の
茂る公園内を元気に歩き回る生徒を見ていると、平和のありがたさと大切さを感じました。 
中学校に着いて行った解散式では、植田珠理さんが代表し、「広島で学んだことを忘れず、誓い
の言葉のとおり、まず身近な平和を大切にしていきましょう」とあいさつしました。 
核兵器使用を牽制材料にし合うような世界情勢の中、生徒の誓いの言葉こそ、平和社会の実現
を叶える言葉であると思います。みんなで協力し、有意義な平和学習にした２年生、ご協力くださっ
た保護者の皆様、ありがとうございました。２週間後、広島平和公園周辺でG７が開催されます。 

 
 

  
 
 
 
 
小さな平和 
生きたくても生きられなかった命。友達と楽しい学校生活をしたかった子どもたち。家族と幸せな時
間を過ごしたかった人たち。・・・原爆により犠牲になられた方々に、自分の手で、その幸せな時を捨
て去り、奪い合うことはしません。それが、今をこうして生きている私たち 

鬼ごっこ１ 

 
五月晴れ、校外で親睦を深めました  １年生 校外学習 

だるまさんが転んだ！ 

出発式 


